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皆さんこんにちは。 

いよいよ３月最後の例会と

なり、来週からは新年度の始

まりです。 

新たな気持ちになります。 

本日は、大野さん、卓話よろ

しくお願いします。 

先週の土曜日に、２５６０地区のローターアクト

の第４７回地区大会が、たまたまこの三条市のビ

ップで開催され、私と佐藤幹事で出席してきまし

た。開催場所は持ち回りなので、今回は三条市だ

ったので、タイミング良かったです。今までロー

ターアクトという組織自体、私は良く理解してな

いのですが、参加してきましてなんとなく理解で

きました。開始が１３時からで、県内８ローター

アクトクラブが集結しました。その他、北海道や

東北、関東、北陸など全国からも友好的なアクト

クラブが参加され総勢１６０名で盛大に行われ

ました。ローターアクトクラブは、３０歳までの

若者たちのクラブで、三条ローターアクトクラブ

は、三条ロータリークラブがホストクラブになっ 

て、面倒を見ているという感じですかね。三条ローターアクトクラブは、会員数が１３名ですが、

だいたいほかのクラブもそんな感じの人数で活動しています。この地区大会でそれぞれのクラブの

活動内容の報告会がありましたが、さすが若者らしい発表会で、創意工夫を凝らし、パワーポイン

トやプロモーションビデオをうまくアレンジして、すごくパフォーマンスを感じま

した。私達ロータリークラブの年齢では、あのような発想は出ないと思いました。

式典のあと最後にグループワークを行ったのですが、テーブルごとに分かれ、ロー

ルプレイング的なゲームを行い、チーム力を発揮しながら競っていくゲームですが、

アクトのメンバーと知恵を出し合いながらチーム一体となり、楽しいひと時を過ご

してきました。その後、６時から懇親会があり、その中でもアトラクションがあり、

アクトのメンバーが考えた出し物が斬新的で感動いたしました。今回の大会が４７

回ということで、４７秒間で何かを行うということですが、県内８つのローターア

クトのメンバーで奇抜なことを披露して、そこでも競い合って順位を付けるという

ことで、大変面白かったです。 

本日の行事：卓話 

◆本日の出席：６６名中４１名    

◆先々週の出席率：６６名中５８名 87.88％ 

         （前年同期 77.27％） 

 

◆先週のメークアップ：（敬称略） 

 ３月２２日三条ＲＣ 石川友意、中條耕二 

           山崎 勲 

   ２３日燕ＲＣ 石川勝行、土田百合子 

   ２５日ローターアクト地区大会 

          金子太一郎、佐藤秀一 

２７日市内 4ＲＣ会長幹事会  

渋谷義徳 

   ２８日次年度社会奉仕打合 

         西村 護、佐藤秀一 

         渋谷義徳、石黒隆夫           

 

＊本日の配布書類等  

・週報 №1446 

・4/11移動例会案内（出欠確認） 

　　　　　　　2016 -2017 年度 
　　　　　国際ロータリー会長：ジョンＦ.ジャーム「人類に奉仕するロータリー」

　　　　　第２５６０地区ガバナー：田中　政春「基本を学び、地域と共に」

　　　  三条北ロータリークラブテーマ

          　　　「ロータリアンの深い絆と躍動感あるロータリークラブへ」
　例会日：火曜日12：30～13：30

　例会場：三条ロイヤルホテル　℡34-8111

ＳＡＡ ：羽賀　一真 　事務局：三条市本町3-5-25三条ロイヤルホテル内

　ＴＥＬ：0256-35-7160　　FAX：0256-35-7488

会　長：金子太一郎　　　　　　　　　　
幹　事：佐藤　秀一　　　　　　　　　

会長挨拶：金子太一郎会長 
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私自身、三条ローターアクトから、４月に卓話をお願いされておりましたが、事前にメンバーの方

とお会いできたので少しは、気が休まりました。これからもローターアクトのメンバーの皆さんを

見守っていきたいと思います。 

土曜日はそんな感じで終わりましたが、２６日の日曜日には、妻と新潟の県民会

館で吉本の新喜劇と漫才バラエティ公演というお笑いライブがあったので、見に

行きました。当日は、隣の陸上競技場でも何かの大会があり、駐車場が既に満車

で近辺を探したのですが満車ばかりで、少し離れた古町方面まで行って、やっと

探し当てました。そのせいで開始１０分前に、ようやく会場に入ることができま

した。前から７列目でちょうど私たちの席が２つ開いていたので、座ろうとした

ら隣の人から、「ネコちゃん」と私の愛称で呼ぶ声がしたので、見たらなんと！

元三条北ロータリークラブの高森さんご夫婦もいらっしゃり、大変奇遇でした。 

約２時間公演でしたが、前半は新喜劇で後半は５組の漫才でタップリと笑わせて

もらいました。高森さんを御存じ方は、高森さんの豪快な笑い声が思い浮かぶと

思いますが、うちの女房も「笑っているのは、高森さんだけじゃない」なんて言

ってました。 

そんな感じで土日を過ごしてきました。 

 

幹事報告：佐藤秀一幹事      

・Ｒ地域協働ネットワークセンターより クラブ連絡員確認のお願い            

・ロータリー囲碁同好会日本支部より  

第１８回ロータリー国際囲碁大会のご案内 

  期日 6月 3日(土)・4日(日)  会場 台湾桃園市 蘿莎會舘 

・新保ガバナーエレクトより エレクトセミナー参加のお礼 

・2820地区土浦南ＲＣ稲本会員より 協力のお願い文書が届いております。 

クラブとしての対応は理事会にて決定後、詳細をお知らせします。 

委員会報告：プログラム委員会 

4 月 11 日(火)移動例会を企画しました。会場は下田の諸橋轍次記念館です。道の駅農家レ

ストラン悟空で昼食後、記念館に移動します。長時間になりますが、多数のご参加をお願いします。 

＊＊＊＊＊ロータリー財団ボックス２８日現在累計３１１,０００円＊＊＊＊ 

渋谷 義徳君 結婚記念日のお祝いを頂きました。ありがとうございました。 

羽賀 一真君 大野会員、卓話宜しくお願いします。 

石黒 隆夫君 卓話の大野さんに一票 

本間建雄美君 財団ＢＯＸに協力 

樋口  勤君   〃 

丸山  勝君 早川財団委員長に協力 

高橋 研一君 大野新吉会員、卓話とても楽しみにしております。財団委員として協力 

早川 瀧雄君 ベテラン大野会員の卓話楽しみです。 

＊＊＊＊＊米山奨学ボックス２８日現在累計４１０,０００円＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

中原 尚彦君 大野新吉会員、卓話楽しみにしております。 

石丸  進君 いよいよゴルフシーズン到来です。今年も宜しくお願い致します。 

大野 新吉君 前回例会時に高橋会員が孫さんの学校入学卒業 etcで寄付されました。私忘れてい

ました。内孫の中学進学、高校入学。米山奨学に協力して。 

中條 耕二君 １４４年続いた三条小学校、とうとう閉校です。記念碑を建立する立場を与

えられました。三条小の歴史を残そうと思っております。感謝です。 

米山 忠俊君 福岡委員長欠席です。久し振りに米山奨学 BOXのテーブルに席が当たりまし

た。大野さん卓話ありがとうございます。 
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＊＊＊＊＊ニコニコボックス２８日現在累計６４０,０００円＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

佐藤 啓策君 大野さん卓話ご苦労様ですね。喜んで聞かせて頂きます。 

中條 耕二君 大野チャーターメンバーの卓話に期待しております。 

大野 新吉君 急な卓話の指名。人の前で話すのが何よりキライな私。無事話ができますよう祈り

つつ!! 

武田 恒夫君 大野さん、無茶振りの卓話、快く引き受け頂きありがとうございます。感謝!! 

金子太一郎君 大野さん卓話、楽しみにしています。宜しくお願いします。 

佐藤 秀一君 大野会員の卓話、楽しみにしています。 

笹原 壯玄君     〃 

今井 克義君 大野先輩の卓話、楽しみです。これが最後の卓話にならないよう、いつまでもお元

気で 

石川 一昭君 大野先輩の卓話に感謝して、“ナ･ミ･ア･ブ･ダーム゛･ツ” 

石川 勝行君 大野さん卓話楽しみにしていました。宜しくお願い申し上げます。 

森   宏君 大野さんの卓話楽しみです。 

佐藤 弘志君 大野さんに期待して。 

石川 友意君 この所、例会欠席が多くて済みません。大野さんの卓話に感謝して!! 

岡田  健君 先日靴を買いました。私の足のサイズは 25です。短くて幅広、甲高と

いう格好の悪い足です。７２年間合う靴に逢えませんでしたが新潟の

モンベルで初めて出逢い感動でした。 

落合 益夫君 ＢＯＸに協力 

高橋 彰雄君 協力致します。 

 

本日の行事：卓話 大野新吉会員 

武田プログラム委員長

より、予定変更の為、急

遽卓話の依頼がありま

した。ロータリーでは NO

と言えません。ハイ!!と

返答してここに立ちま

したが、久し振りの卓話

で緊張しています。 

金子会長より東京クラ

ブへメークアップされ

た話がありましたが、我が北クラブも 20年位前、

1997年（米山会長）9月に会員 20数名でメーク

アップしました。新幹線で帝国ホテルへ。例会

では各テーブルに東京 RCメンバーと同席、因み

に私の隣は「森繁久弥」と名札が置かれていま

した。しかし当日は舞台と重なり欠席でした。

もし出席されていたらお話ができただろうと思

うと大変残念だったと思ったことを記憶してい

ます。 

私は 9代目の会長をさせて頂き、その 1年間、

話の種は山程ありますが、それは又の機会にさ

せて頂きます。 

私もあと 2日で満 75歳の後期高齢者の仲間入り、

残すところ数える程の余命（健康寿命）です。

私は県立三条実業高校商業科を昭和 35年に卒

業してから現在までの運命的な人との出会い、

目に見えない糸に操られて現在ある「おゝ乃」

の事などを、私の子供、孫に伝える良き機会と

思い、年と共に萎縮した脳に光を当て思い出し

て纏めてみました。 

戦前は五ノ町で約 12坪で魚屋をしていた祖父

が 36代横綱羽黒山の後援会役員をしていまし

た。八幡宮で勧進相撲があった時、当時の 34代

横綱男女ノ川登三が我が「かどや」の二階わず

か 20畳位の部屋に宿泊したと聞いています。 

終戦後、前側の四ノ町角屋敷 40坪ほどの土地を

求め、魚店・仕出し店をしていました。 

私は高校卒業後、料理の修業に新潟へ行きたか

ったのですが、祖母に“男の子と杉の木は新潟

では育たない”と言われ、居島東別院側魚常支

店で 2年間、住込修業し 37年 4月に修業を終え

実家に戻り、魚売り、仕出し屋の他に平屋の建

物に二階を増築し、酒と料理の割烹のまねごと

を始めました。 

昭和 38年 1月、後にも先にも無いというほどの、

予想外というか今の流行言葉の想定外の大雪

（240㎝）に見舞われ、翌 39年 6月は新潟地震

を経験し、39年の 10月に上須頃の農家から、

妻勝子に嫁いでもらい、数年後店の改築増築し、

妻、両親の助力で割烹店として売り上げも増し
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て来ました。 

中央～本時小路界隈に店を持ちたいとの願望が

日増しに大きくなっていた頃、知り合いの不動

産屋から古城町の西別院（現在は鍛冶道場）前

の大願寺様の脇角に売り家（土地）があると聞

き、私は即乗り気でしたが、親が反対し断念し

ました。しかし思いは一層まして、翌年、まだ

この土地があると話が再燃、宝塔院様の先代住

職から占って頂き、親を説得するために母を連

れて行きました。四ノ町から古城町に店を移転

し開きたいと地図を持って行き見てもらいまし

た。“方角は良いですよ!!～でももっと真東が

良いと出ているがね～”「ご住職さん真東なん

か今いいんです。古城町が良いか、否かです。」

“古城町、良い卦が出ていますよ～でももっと

真東が良く出ているんだがね～”と重ねて言わ

れました。“お母さん倅さんが頑張るとのこと

協力してやりなさい”との占いのお陰で昭和４

９年１０月「古城町かどや店」として竣工、高

度成長期時代も良かったと思いますが、出店し

て３年位で手狭となり、お客様の注文を断る事

が多くなり、この近くに家族の住まいの土地が

欲しいと思っていた頃、今の横町、当時は寺浦

という地番でした。３００坪（一反）売り地が

あると経理士さんの友人の不動産屋から話があ

り、早速、経理士さんと場所の確認に行きまし

た。不動産屋はこの辺りの一反という言い方で

場所の特定はしませんでした。その数日後、農

協の不動産部から同じ方角の土地３００坪の話

があり、現場に行くと数日前の土地と 5～6反離

れた場所でした。 

価格は前の話は坪１８万位、後の話は１５万位、

３万違いました。当然、後者を選び取得しまし

た。その時はまだここにこの様な店を出そうと

は思っていませんでした。 

古城町店の近くに住まいを移して住居を客室に

して少しでもお断りする事を減らしたいとの思

いは続いていました。大願寺様の裏に６０坪の

売り屋があると不動産屋から話がありました。

内心喜びました。思いが叶うと、でもそこは商

売人です。金額の駆け引きがありますので少し

考えさせてと言って帰られ、翌日「大野さん、

この話少し待って下さい。隣の会社の方が欲し

いとの話があったので１週間待ってくれ」との

こと。私は気が速いものでグラフ用紙に三階建

ての図面を書いていました。一階部分はお客様

の駐車場、2・3階は自宅などと夜遅く迄そんな

夢を抱いて～。その１週間に又々目に見えない

操り糸の運命的な話が舞い込みました。寺浦の

土地の隣にもう一反買わないかとの話です。古

城町の話もあります。一日も早く決断せねば。

経理士、親戚に相談、何をしても一反より二反

の方が良いと決断しました。 

こんな事になっているとは知らずに「古城町の

土地は隣の方の話はまとまらなかったので、契

約書持ってきたから」と来られました。「チョ

ット待って!!私が寺浦に一反土地買ってあるの

を知っているよね？この１週間待っている間に

もう一反の話が出て、貴方だったらどっちを選

ぶ？」と問いかけますと「そりゃ～一反より二

反の方が何をするにも良いね」「そうらろう、

そういう事でこの話はゴメンネ」と丁寧にお断

りしました。 

当然、古城町の 60坪で建物も三階建て、ざっと

計算しても裏館の二反分の金額になります。こ

の二反目を昭和５６年に求め、新天地での営業

を夢見て妻と両親（その頃は父が亡くなり母 1

人）と３人でパートさんの手伝いも得て古城町

で人の三倍は稼いで来ました。 

当然ゴルフなど知らないし、遊びと言えば弟が

静岡の三島に住んでいる処へ高速道路が無いの

で国道を 10～12時間かけて親を連れて行きま

した。仕事一辺倒の私でしたが初めて買った乗

用車マツダのロータリーエンジンカペラです。

仕事で仕出し用のライトバンばかりでしたが古

城町の角屋の土地が買ってもらえず少しグレ

て？少しは遊ぼう、そんなチンケな気持ちで買

ったカペラ。当時、新潟県で一番目の車の納車

という記念にゴールドキーを頂き、これに乗っ

て東京オリンピック道路として大宮から東京谷

原間のバイパスを土地のアンチャン達の乗って

いるスカイライン 2000ＧＴと赤信号で止まり、

青で一斉にスタート、音も無くカペラは悠々離

し又赤信号停止、これを 2～3回繰り返している

とこちらを睨み付け、怖い形相になった顔を母

が見て「急ぐなて、ゆっくり走れば～」と言っ

ていました。そんな事くらいで本時小路で酒を

飲むなんてとんでもない、そんな金は使えない。

魚屋仲間では二次会も付き合えない、ケチな角

屋で通っていました。人の悪口など気にせず働

きに働き、４１歳～４２歳、本厄の間は建設に

向けた話は一向に進展しませんでした。私の思

いは変わりませんでしたが。４２歳の後半、後

厄の頃から話が加速、構想が設計そして形とな

り進行しました。 

古城町の仕事もあり、建設の打ち合わせ、他の

建物の見学 etc 飯を食べる時間もまゝならぬ

日々の為 65 ㎏の体重が 50 ㎏代になる程で喜び

ながら過酷な日々を送っていました。 

私の希望は平屋造り、お風呂に入ってチョイと
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一杯名称も「結婚式場庭園風呂割烹おゝ乃」と

して、三条の書道家荻根沢小帆先生より書いて

頂いておりました。 

しかし、当時この建築計画に参加して頂いた旅

館経営研究所の指導では三階建にしての結婚式

場スタイルでなければ・・・・とのことで従い

ました。玄関で下足を取るか？そのまゝ土足

か？だいぶ悩みましたが結果としては今のスタ

イルとして正解でした。 

工事が進むにつれて寸暇を惜しんで毎日、工事

現場の進捗状況をカメラに収め数百枚の大量ア

ルバムとなりましたが、後日の改修工事に役立

ちました。現場への差し入れや監督さん以下ス

タッフの方々との親睦や私の思いを知って貰う

ために何度か飲み会をしました。 

ついに 61年 10月竣工の運びとなり玄関前側駐

車場から建物が一望できる位置に立って夕暮れ、

建物内外に灯が入った時～暗闇の中、忽然と浮

かび上がる「おゝ乃丸」を見たときの喜び感激、

皆様方ご想像下さい。先祖の 12坪から 44坪そ

れから 90坪そして 600坪。魚屋から結婚式場、

三階建ての建物。喜びと同時にこの建物を経営、

維持していかんばならないという薄ら恐ろしい

気持ちが重くのしかかって来ました。幸いにも

私の姉と義理の兄が協力してくれる事になりお

客様の接待は二人に任せ、私は裏方の厨房やマ

イクロバスの運転手をしていた頃、北ＲＣ入会

の話が中條さん、梨本さんからあり、当社の吉

田常務の勧めもありチャーターメンバーに加え

させて頂きました。この年の 12月北ＲＣ認証状

伝達式を中央公民館で開催、他のＲＣの方々の

承認を得て国際ロータリーの仲間入りをしまし

たので、北クラブも当社も 30年経過した事にな

ります。建設中、本時小路界隈ではおゝ乃の話

が結構賑わしていたそうです。「あの様な道路

の狭い中心から離れた所で 1年も持たないだろ

う」との噂です。しかしそんな噂いちいち気に

してはおられません。その日その日をこなす事

で精一杯。そのような中でひとつ問題が。この

地区は住居地域で芸妓、コンパニオン etc酌婦

が入れない所でした。結婚式では余り不自由は

無かったのですが、竣工式や大きな会合になる

とどうしても、この方々のサービスが必要とな

ります。この許可を取得するのに、今は亡き司

法書士山上先生、そして馬場一敏先生のお骨折

りもあって 3年後の昭和 64年に苦難の末、風俗

営業の許可を頂いた時は言葉に言い表せない喜

び、嬉しさでした。 

許可の無い間、北 RC親睦委員がカツラを被り芸

妓に扮装してサービスなどさせて頂くというご

協力頂いた事が昨日の様に思い出されます。 

この時の風俗関係の用途地域別の地図を求め何

気なく四ノ町の 44坪、古城町の 90坪、横町の

600坪の中心点を定規で当てましたら一線上に

点と点と点が結ばれ、しかも真東に向かってい

るではないですか。この時、宝塔院のご住職か

ら「ここも良いがもっと真東が良く出ている」

と言われた事をハタと思い出され、この地に来

たのは“天からの啓示”天から授かった土地。

努力さえすれば絶対噂の様にはならないと心強

くして噂話を払拭する事ができました。 

それから早 30年、途中、隣の住人からおゝ乃さ

ん発展するには私の家が邪魔になるでしょう等

とんでもない事を言われ、築 9年程の新しい建

物付を譲り受け 600坪+200坪での二期工事を進

め、時折々改装しながら現在に至っております。 

妻勝子が嫁に来てくれた事がまず赤い糸で結ば

れた前世からの因縁、そして土地を得るにも一

度ならず三度四度の偶然。目に見えない糸で結

ばれているが如くのこれ迄の人生、まだまだ他

にも偶然で良い方に良い方にと引っ張られてい

る事があります。 

「果報は寝て待て」ではなく努力・努力の二文

字と思います。これからも一生懸命頑張ります

ので何卒、より一層のご指導お引き立てを衷心

よりお願い申し上げ大切な皆様の時間をお借り

しました事、改めて感謝申し上げます。 

 

 

 

 

誕 生 日                                                    

会  員        ご夫人           結婚記念日 

 吉田 文彦  ５    早川 町子  １     米山 忠俊・由貴江  １ 

金子太一郎  ７    柄沢 佑子  １     落合 益夫・千鶴子  ３ 

 今井 克義 １０    石川 純子  ３     佐藤 文夫・君子  １５ 

 白倉 昌夫 １７    福岡 則子 ２２     星野 義男・雪枝  ２０ 

米山 忠俊 ２２    高橋 淳子 ３０     武田 恒夫・水江  ２７ 

４ 月のお祝い 
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